
令和５年度 

神奈川県中学校バレーボール選手権大会競技規則 

及び競技上の注意事項 

 

県中体連バレーボール専門部 競技委員会 

１．競技規則 

①2023年度（令和５年度）（公財）日本バレーボール協会６人制競技規則に基づいて行う。 

②神川県中学校バレーボール運営規定（昭和６２年１１月２４日制定）に基づいて行う。 

 ◎監督１名・コーチ１名・マネージャー１名・選手１２名以内 

  監督は当該校（校長・教諭・養護教諭・助教諭・常勤講師）ならびに部活動指導員で引率責任を負う。 

◎コーチは，平成６年度県中体連特別委員会大会運営部会見解の『外部指導者の資格』に沿い，校長が認め， 

県中体連バレーボール専門部競技委員長の承認証を持参した者とし，任務は別に定める。 

当該校職員ならびに部活動指導員がコーチの場合，この限りではない。 

  ◎コーチベンチ入りの場合は，マネージャーは生徒に限る。 

  ◎ネットの高さは次の通りとする。 

   男子2.30ｍ 女子2.15ｍで行う。 

  ◎ボールの規格は次の通りとする。 

   男女とも４号球・円周６３．０±１．０ 重量２５０±１０ｇ 

 

２．大会名・競技方法及び抽選会 

   大会名：神奈川県中学校バレーボール選手権大会（平成14年度より名称改め） 

   主 催：（一財）神奈川県バレーボール協会・神奈川県中学校体育連盟 

    以下、選手権大会という。 

   競技方法：全試合トーナメント戦による、3セットマッチで行う。 

        上記の抽選会は、（一財）神奈川県バレーボール協会競技委員会・神奈川県中学校体育連盟バレーボール

専門部会競技委員会にて行う。 

３．競技時間 

①競技時間は，３セットマッチで，１試合１時間を基準とする。 

②選手権大会における競技日程の編成については，試合設定時間を第1試合のみ表示し，第2試合以降はすべて追い 

込み時間とする 。試合が連続する場合は，前の試合終了時刻より15分間休憩時間をとる。（但し、館内環境、湿度、

温度、熱中症指数等を考慮し競技委員長が判断し、15分以上の休息時間を設定することもある。） 

③プロトコールについては，次のように規定する 。 

◎プロトコールは，令和５年度（公財）日本バレーボール協会６人制競技規則参照し、全試合で行う。 

◎各チーム第１試合は公式練習時間を設け、第２試合以降は非公式の合同練習を 5分間行い、その間にキャプテンは

トスのため記録席へ行く。（競技時間短縮のため） 

 

４．受付時刻 

◎集合時間の10分前とする。 

◎受付時刻より遅れた場合は、失格とする。（不測の場合は競技委員長へ連絡をし、判断をあおぐ） 

 

５．キャプテントス 

プロトコールのなかで行う。 

 

６．メンバー表・スタッフ変更・訂正届けの提出 

  各チームの練習開始までに競技委員（エントリー主任もしくはコート主任）まで提出する。 

 

７．監督章、コーチ章、マネージャー章について 

◎監督・コーチ・マネージャー章は、直径６ｃｍ程度の円台にそれぞれ監・C・Mの文字をつける。 

◎色は自由とし、左胸部につけること。 

◎有効にエントリーされた監督・コーチ・マネージャーとしてエントリー主任より承認を受けた者は、監督章・コー

チ章・マネージャー章を必ず着用すること。 

 

 



 

８．その他 

①チームキャプテンマークは長さ８cm・幅２cmのユニフォームと異なったマークを胸の中央、番号下に明瞭に付ける

こと。 

②ユニフォーム 

 ・ユニフォームのナンバーは１～１２までの数字が望ましい。 

 ・ナンバーは、胸部と背部の中央に付けなければならない。また、胸部は高さ最小限15cm、背部は高さ最小限20cm

が望ましい。ナンバーの字幅は最小限２cmとする。 

 

９．マナーについて 

①乗り物等利用の際に、バレーボーラーとしての品位、態度を保つこと。 

②部員数の多いチームは、乗車券購入について、他の乗客に迷惑がかからないように配慮すること。 

③各試合会場では、会場使用規定に従うこと。更衣した場所の後始末と忘れ物のないように注意すること。 

④上履き・外履きの区別をしっかりつけること。特に外履きはシューズケース（袋）にしまい、土や砂を持ち込まな

いように配慮すること。 

⑤昼食時のゴミは各自で持ち帰ること。外出（昼食購入）は禁止。やむを得ない時は、顧問の先生・本部の許可を得

ること。 

⑥各会場の開場時間の以前に、あまり早く試合会場に集合することは避ける。 

⑦試合前の練習については、お互いバレーボーラーとしてのマナーを守り、お互い気持ちよく練習できるようフロア

ーを占領することなく、分かち合い練習すること。 

⑧勝つことだけに固執することなく、指導者も選手もお互い、各チームの良い面を全て吸収し、今後の自チームの向

上・発展のために学習すること。 

⑨試合中の応援は、審判や相手チームの迷惑とならないよう配慮し行う。 

⑩試合が終了して帰る場合は、本部に報告すること。 

⑪その他、スポーツマンとしてふさわしくない行為はしないこと。合わせて、チームスタッフ・保護者にもマナーに

ついて周知し、大会の運営に協力をすること。 

 

 


